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羽田コンクリート工業株式会社との経営統合を 

視野に入れた包括的業務提携のお知らせ 
 

 

 

ゼニス羽田株式会社（以下「ゼニス羽田」という）と羽田コンクリート工業株式会社（以下

「羽田コンクリート工業」という）は、平成 23 年 10 月 28 日開催の両社取締役会において、

両社の経営統合の検討開始を柱とした、包括的業務提携を行うことをそれぞれ決議し、「企業

提携基本契約書」を締結いたしましたのでお知らせいたします。 
 
１．提携の背景と目的 

両社は、いずれもコンクリート二次製品業界に属しておりますが、当社グループは、傘下

の 100％子会社である株式会社ハネックス（以下「ハネックス」という）と日本ゼニスパイ

プ株式会社（以下「日本ゼニスパイプ」という）を中心に、マンホールやボックス類などの

下水道管路が主体であるのに対し、羽田コンクリート工業は、下水道管路のほか宅造用、道

路用、農業用などその製品エリアは多岐にわたっております。 

当社グループは、関東・中部・関西を中心にそれぞれ工場と営業拠点を持っておりますが、

羽田コンクリート工業は、北関東を核に長野と静岡にも生産・営業拠点を置くほか、山形や

神奈川には関係会社を有するなど、東日本を中心に事業展開を行っているといった特色があ

ります。 

 

コンクリート二次製品業界においては、公共事業の抑制や下水道普及率の向上により総需

要の減少傾向が続いていることから、厳しい経営環境が続くものと認識しておりますが、一

方で、近年、ゲリラ型集中豪雨対策・下水道管路の老朽化・耐震化対策など新たな社会的要

請が提起され、新製品の開発や新しい技術の提供など、これにどう取り組むかが問われてお

り、当業界を巡る状況は大きく変化しつつあります。 
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当社は、平成 23 年 4 月 1 日にハネックスと日本ゼニスパイプが経営統合して発足し、 既

に、中部地区の生産拠点を統合するなど経営統合の実は挙がりつつありますが、業界を巡る

状況が大きく変化しつつある中にあっては、より強固な経営基盤の構築と製品・技術開発力

の更なる強化が不可欠であるとの認識から、当社グループだけにとらわれず、より広範な企

業提携・再編が必要と判断し、今回の提携に至ったものであります。 

このような認識の下、両社は後記のとおり、生産提携や販売提携を行うほか、将来の経営

統合も見据えて、幅広い分野での関係強化を図ってまいる所存であります。 
 

２．提携内容 
（１） 業務提携 

① 生産提携 

両社の生産拠点の業務を集約化或いは相互に生産委託するなどし、既存設備の稼働率向

上を図る。 

② 販売提携 

両社の製品を取り扱うことにより、販売アイテムの増加を図り、取引先の利便性向上に

資するものとする。 

③ 原材料調達 

共通する資機材の共同購入などを通じ、調達力の強化を図る。 

 
（２） 資本提携 

両社はグループ間ですでに株式の持合いを行っておりますが、業務提携を進めていく上

での両社の一層の安定した信頼関係を構築するため、新たに以下の資本提携を行う。 
ゼニス羽田は、羽田コンクリート工業の株式 500,000 株（8.2%）を、同社社長から平成

23 年 10 月 31 日までに取得する予定です。 
株式取得にあたっては、当社は、株式会社キャピタル・ストラテジー・コンサルティン

グ（以下「ＣＳＣ」という）に対し、羽田コンクリート工業の株価算定を依頼し、株式算

定書を受領いたしました。株式取得総額は、37,500,000 円であります。 

なお、算定機関であるＣＳＣは、いずれもゼニス羽田又は羽田コンクリート工業の関連当

事者には該当せず、本株価算定に関して記載すべき重要な利害関係を有しません。 

 
３．経営統合の検討について 

両社で「統合検討委員会」を発足させ、具体的日程や手法等について検討をするとともに、

各業務に亘って協議を行っていくものとします。なお、経営統合の形態等具体的な事項につ

いては未定であります。 



 

 
４．提携２社の概要 

１．商号

２．業務内容

３．設立

４．所在地

５．代表者

６．資本金

７．従業員数

7.0% 仙波  昌 20.6%

5.7% 自己株式 12.8%

4.6% 株式会社和田商店 5.0%

3.2% 仙波  隆 4.9%

2.5% 富国石油株式会社 3.6%

2.4% 株式会社ハネックス 3.3%

2.2% 安藤物産株式会社 2.9%

1.9% 丸田  博司 2.0%

1.8% 伊藤  信秀 1.8%

1.7% 内村  直興 1.7%

資本関係

人的関係

取引関係

８．大株主
    及び
    持株比率

平成23年9月現在 平成23年6月現在

９．当事会社
　　間の関係

当社グループは、ハネックスが、羽田コンクリート工業の株式200,000株
（3.3%）を、羽田コンクリート工業は、ゼニス羽田の株式200,000株
(0.4%)を相互に保有しております。

人的関係はございませんが、当社子会社ハネックスは、昭和16年4月に羽
田コンクリート工業から分離独立したものであります。
ゼニス羽田グループと羽田コンクリート工業役員に、近親者（二親等内
の親族）は居りません。
ハネックスおよび日本ゼニスパイプと羽田コンクリート工業との間でマ
ンホール等の売買があります（年間取引額 約190百万円）。

戸部商事株式会社

共栄建材工業株式会社

電気化学工業株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

株式会社りそな銀行

日本ゼニスパイプ株式会社

株式会社岩崎清七商店

日本証券金融株式会社

305百万円

207名 （平成23年6月期）

羽田コンクリート工業株式会社

コンクリート二次製品製造

昭和9年12月23日

東京都中野区本町4-30-12

代表取締役社長 仙波  昌

ゼニス羽田株式会社

コンクリート二次製品製造

平成23年4月1日

東京都新宿区西新宿1-22-2

太平洋セメント株式会社

代表取締役社長 塩見 昌紀

2,000百万円

487名 （平成23年6月 連結）

株式会社ハネックス

（単位：百万円）

ゼニス羽田グループ 主要子会社

決算期
平成21年
3月期

平成22年
3月期

平成23年
3月期

平成21年
5月期

平成22年
3月期

平成23年
3月期

平成21年
6月期

平成22年
6月期

平成23年
6月期

7,746 7,095 7,327 6,391 4,753 5,547 7,072 7,264 6,334

204 159 △ 28 112 138 105 44 63 △ 67

285 135 △ 22 54 91 61 23 40 △ 89

102 44 △ 167 △ 100 43 △ 159 16 27 △ 62

5,442 5,557 5,357 2,461 2,505 2,316 960 979 886

13,494 13,278 12,798 7,690 7,108 6,543 4,364 4,366 4,430

※

羽田コンクリート工業

日本ゼニスパイプの平成22年3月期決算は、平成21年6月～平成22年3月の 10 ヶ月間で
あります。

ハネックス 日本ゼニスパイプ

（連結） （連結） （単独）

純資産

総資産

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

 



 

 
５．日程 

平成 23 年 10 月 28 日     取締役会決議 

平成 23 年 10 月 28 日     企業提携基本契約書締結 

 
６．今後の見通し 

本業務提携による本年度の業績に与える影響はありません。 

また、次年度以降中長期的には、両社の業績向上につながるものと考えておりますが、判明

次第適宜開示してまいります。 

 
以 上 


